
路線整理に不安の色も
　

ＪＡＬ再建開始で、旅行各社が動向注視

減
廃
便
は
未
だ
不
明

Ａ Ｎ Ａ セ
１０年度上期

選
択
肢
広
げ
ニ
ー
ズ
対
応

集
客
目
標
は
４
％
増
の
１５０
万
人

記
念
フ
ラ
イ
ト
を
運
航

ス
カ
イ

マ
ー
ク
　

茨
城
空
港
開
港
日
に

「
５
０
０
系
の
ぞ
み
」「
北
陸
」「
能
登
」

最
終
列
車
に
乗
車
日旅がプラン

チ
ケ
ッ
ト
な
し
で
乗
車

携
帯
版
高
速
バ
ス
予
約
サ
イ
ト
日旅が開設

トップ
ツアー

４
支
店
を
再
編

営
業
体
制
強
化
の
一
環

１２月分

総取扱額

１３
％
減
の
２２６５
億
円
に

国
内
旅
行
は
全
社
前
年
割
れ

１０
年
度「
エ
ー
ス
Ｊ
Ｔ
Ｂ
」商
品

品
質
や
価
値
を
約
束

トップ
ツアー

国
内
旅
行
、９
％
減

翻
訳
携
帯
端
末

中
部
で
実
証
実
験

Ｊ
Ｔ
Ｂ
中
部

クラブで
お 酒１

万
円
で
出
張
応
援

はとバスが宿泊プラン

築地で
寿 司

　
◎
Ｋ
Ｎ
Ｔ
歉
２
月
１
日
付
歐

　
団
体
旅
行
事
業
本
部
カ
ン
パ

ニ
欟
関
西
営
業
本
部
副
本
部
長

兼
管
理
部
長
兼
販
売
部
長
歉
同

本
部
管
理
部
長
歐
仲
章
弘

　
◎
日
本
旅
行歉
２
月
１
日
付
歐

　歇
本
社
歃
総
務
人
事
部
所
属
欷

出
向
・
ジ
櫪
イ
ア
欟
ル
西
日
本

デ
イ
リ
欟
サ
欟
ビ
ス
ネ
蘖
ト

歉
埼
玉
支
店
勤
務
歐
増
田
栄
一

▽
営
業
企
画
本
部
海
外
旅
行
事

業
部
担
当
部
長
歉
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｓ

　
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
∧
Ｖ
Ｅ
Ｇ

Ａ
Ｓ
　
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
／
Ｌ

Ａ
Ｓ
出
向
∨
歐
山
本
信
儀
▽
同

本
部
同
事
業
部
東
日
本
海
外
旅

行
商
品
部
マ
ネ
欟
ジ
櫺
欟
歉
営

業
企
画
本
部
海
外
旅
行
事
業
部

東
日
本
海
外
旅
行
商
品
部
札
幌

海
外
旅
行
商
品
セ
ン
タ
欟
所

長
歐
岩
崎
裕
幸
▽
同
本
部
国
際

旅
行
事
業
部
Ｖ
Ｊ
Ｃ
訪
日
推
進

室
担
当
部
長
歉
同
本
部
国
際
旅

行
事
業
部
担
当
部
長
歐
松
澤
勇

夫
▽
ジ
櫺
蘖
ツ
関
西
出
向
歉
西

日
本
営
業
本
部
所
属
∧
出
向
・

ジ
櫪
イ
ア
欟
ル
西
日
本
デ
イ
リ

欟
サ
欟
ビ
ス
ネ
蘖
ト
∨
歐
藤
原

一
郎
▽
株
式
会
社
日
本
旅
行
オ

欟
エ
ム
シ
欟
ト
ラ
ベ
ル
出
向

歉
営
業
企
画
本
部
赤
い
風
船
事

業
部
赤
い
風
船
中
部
事
業
部
マ

ネ
欟
ジ
櫺
欟
歐
伊
藤
健
二

　
歇
ソ
リ
欒
欟
シ
欖
ン
営
業
本

部
歃
ソ
リ
欒
欟
シ
欖
ン
営
業
本

部
営
業
推
進
チ
欟
ム
シ
ニ
ア
プ

ロ
フ
櫪
蘖
シ
欖
ナ
ル
歉
長
岡
支

店
長
歐
正
本
一
乗

　
歇
東
日
本
営
業
本
部
歃
東
日

本
営
業
本
部
所
属
欷
出
向
・
財

団
法
人
な
が
の
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
欖
ン
ビ
欒
欟
ロ
欟
歉
長
野
支

店
勤
務
歐
島
津
仁

　
歇
西
日
本
営
業
本
部
歃
西
日

本
営
業
本
部
所
属
∧
出
向
・
株

式
会
社
ジ
櫪
イ
ア
欟
ル
西
日
本

デ
イ
リ
欟
サ
欟
ビ
ス
ネ
蘖
ト
∨

歉
関
西
法
人
営
業
部
勤
務
歐
福

原
潤
一
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日
本
航
空
歉
Ｊ
Ａ
Ｌ
歐
の
新
体
制
が
１
日
発
足
し
た
盜
新
た
に
会
長
に
迎
え
た
京
セ

ラ
創
業
者
の
稲
盛
和
夫
氏
を
中
心
に
据
え
欷
企
業
再
生
支
援
機
構
の
支
援
下
で
の
経
営

再
建
が
本
格
始
動
す
る
盜
再
建
計
画
内
に
は
欹
不
採
算
路
線
か
ら
の
撤
退
飮
欹
高
効
率

の
小
型
機
へ
の
機
材
変
更
飮
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
欷
具
体
的
な
時
期
や
対
象
路
線
は

未
定
盜
Ｊ
Ａ
Ｌ
便
を
使
檸
た
ツ
ア
欟
商
品
な
ど
を
販
売
す
る
旅
行
各
社
に
と
檸
て
は
欷

し
ば
ら
く
の
間
欷
不
安
交
じ
り
の
様
子
見
が
続
き
そ
う
だ
盜

　
日
本
旅
行
は
こ
の
ほ
ど
欷

新
幹
線
５
０
０
系
の
東
京
殳

博
多
間
欹
の
ぞ
み
飮
と
し
て

の
最
終
列
車
に
乗
車
す
る
ツ

ア
欟
と
欷
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改

正
で
定
期
運
転
を
終
え
る
寝

台
特
急
欹
北
陸
飮
欷
急
行

欹
能
登
飮
の
最
終
列
車
に
乗

車
す
る
ツ
ア
欟
を
発
売
し

た
盜

　
５
０
０
系
は
猜
年
３
月
欷

日
本
初
の
３
０
０
羽
運
転
の

新
幹
線
と
し
て
デ
ビ
欒
欟
盜

流
麗
な
フ
櫻
ル
ム
で
人
気
を

博
し
て
き
た
が
欷
新
型
欹
Ｎ

７
０
０
系
飮
の
増
備
に
伴
い

今
年
２
月
焜
日
で
同
区
間
の

運
転
を
取
り
止
め
欷
今
後
は

新
大
阪
殳
博
多
間
の
欹
こ
だ

ま
飮
と
し
て
の
運
転
が
中
心

と
な
る
盜

　
プ
ラ
ン
は
博
多
発
着
の
往

復
乗
車
プ
ラ
ン
欷
博
多
発
東

京
着
欷
東
京
発
博
多
着
の
各

片
道
乗
車
プ
ラ
ン
盜
往
復
乗

車
の
１
泊
２
日
プ
ラ
ン
は
ひ

と
り
５
万
５
５
０
０
円
か

ら
盜

　
欹
北
陸
飮
欹
能
登
飮
は
上

野
殳
金
沢
間
を
走
る
夜
行
列

車
盜
欹
北
陸
飮
は
走
行
距
離

が
短
い
ブ
ル
欟
ト
レ
イ
ン
欷

欹
能
登
飮
は
今
で
は
貴
重
と

な
檸
た
ボ
ン
ネ
蘖
ト
型
車
両

を
利
用
し
て
人
気
を
博
し
て

い
た
が
欷
利
用
者
減
や
車
両

の
老
朽
化
で
今
年
３
月
灑
日

発
で
の
廃
止
が
決
ま
檸
た
盜

　
大
阪
欷
新
大
阪
欷
京
都
欷

金
沢
の
各
地
発
欷
上
野
着
の

プ
ラ
ン
盜
金
沢
発
上
野
行
き

の欹
北
陸
飮
ま
た
は欹
能
登
飮

の
上
り
最
終
列
車
に
乗
車
す

る
盜
大
阪
発
は
ひ
と
り
２
万

２
４
０
０
円
盜

　
ス
カ
イ
マ
欟
ク
は
１
月
焙

日
欷
３
月
瀲
日
に
開
港
す
る

茨
城
空
港
と
神
戸
空
港
な
ど

を
結
ぶ
欷
記
念
フ
ラ
イ
ト
を

実
施
す
る
と
発
表
し
た
盜
同

フ
ラ
イ
ト
が
好
調
だ
檸
た
場

合
は
定
期
便
就
航
の
可
能
性

も
あ
り
欷
県
も
期
待
を
寄
せ

て
い
る
盜

　
運
航
す
る
の
は
茨
城
殳
神

戸
で
３
便
欷
同
殳
羽
田
で
１

便
の
計
４
便
盜
普
通
運
賃
は

神
戸
便
が
６
千
円
欷
羽
田
便

が
５
千
円
盜
た
だ
欷
神
戸
便

に
つ
い
て
は
往
復
利
用
す
る

と
１
万
円
に
な
る
盜

　
同
空
港
は
現
段
階
で
欷
国

内
定
期
便
の
就
航
が
決
ま
檸

て
い
な
い
盜
仮
に
ス
カ
イ
マ

欟
ク
の
就
航
が
決
ま
る
と
欷

他
の
国
内
航
空
会
社
を
誘
致

す
る
セ
欟
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と

も
な
り
そ
う
だ
盜

山田佳臣氏

　
寿
司
を
食
べ
欷
銀
座
の
ク

ラ
ブ
で
飲
み
欷
ホ
テ
ル
に
泊

ま
檸
て
１
万
円
弱

盜
不

況
風
を
吹
檸
飛
ば
せ
と
ば
か

り
欷
は
と
バ
ス
は
１
日
欷
こ

ん
な
宿
泊
プ
ラ
ン
を
売
り
出

し
た
盜
欹
サ
ラ
リ
欟
マ
ン
の

出
張
応
援
企
画
飮
と
同
社
は

力
を
込
め
る
盜

　
商
品
名
は
欹
贅
沢
気
分
！

銀
座
の
ク
ラ
ブ
と
築
地
の
お

寿
司
飮
で
欷
ク
ラ
ブ
ふ
た
ご

屋
と
共
同
で
企
画
し
た
盜
宿

泊
は
同
社
直
営
の
銀
座
キ
櫺

ピ
タ
ル
ホ
テ
ル
盜
夕
食
は
江

戸
前
寿
司
欷
ふ
た
ご
屋
で
は

お
つ
ま
み
が
付
い
て
欷
爛
分

飲
み
放
題
と
な
る
盜

　
料
金
は
宿
泊
日
と
ふ
た
ご

屋
の
利
用
時
間
帯
に
よ
檸
て

異
な
り
欷
例
え
ば
ふ
た
ご
屋

を
夜
７
時
か
ら
利
用
し
た
場

合
欷
月
・
火
曜
宿
泊
は
９
８

０
０
円
欷
水
・
木
・
金
曜
宿

泊
は
１
万
８
０
０
円
と
な
る

歉
シ
ン
グ
ル
利
用
は
プ
ラ
ス

１
千
円
歐
盜

　
６
月
煥
日
宿
泊
ま
で
販
売

す
る
盜
月
間
約
５
０
０
人
の

集
客
を
見
込
ん
で
い
る
盜

マ
マ
に
や
さ
し
い

家
族
旅
行
を
提
案

ジ
櫺
ル
ツ
ア
欟
ズ

　
ジ
櫺
ル
ツ
ア
欟
ズ
は
炒

日
欷
ア
ル
フ
櫟
リ
ゾ
欟
ト
・

ト
マ
ム
歉
北
海
道
占
冠
村
歐

と
共
同
で
欷
@
マ
マ
に
や
さ

し
い
家
族
旅
行
A
を
企
画
欷

イ
ン
タ
欟
ネ
蘖
ト
限
定
商
品

と
し
て
発
売
し
た
盜
ア
ル
フ

櫟
リ
ゾ
欟
ト
・
ト
マ
ム
の

欹
ま
ま
ら
く
だ
委
員
会
飮
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
欷
乳

幼
児
連
れ
の
母
親
が
負
担
な

く
安
心
し
て
旅
行
を
楽
し
め

る
よ
う
な
サ
欟
ビ
ス
を
整
え

た
盜
こ
れ
ま
で
旅
行
に
出
に

く
か
檸
た
子
連
れ
家
族
層
の

需
要
開
拓
を
狙
檸
た
商
品
盜

　
例
え
ば
欷
ア
ル
フ
櫟
リ
ゾ

欟
ト
・
ト
マ
ム
の
宿
泊
棟
の

１
つ
欹
ザ
・
タ
ワ
欟
飮
に
コ

ン
セ
プ
ト
ル
欟
ム
欹
ま
ま
ら

く
ス
タ
ン
ダ
欟
ド
ル
欟
ム
飮

を
設
定
し
た
盜
同
ル
欟
ム
は

土
足
禁
止
で
清
潔
な
た
め
欷

子
ど
も
を
安
心
し
て
床
で
遊

ば
せ
ら
れ
る
盜
子
ど
も
用
の

木
の
お
も
ち
檳
や
バ
ス
チ
櫪

ア
な
ど
の
備
品
に
加
え
欷
ベ

ビ
欟
オ
イ
ル
や
お
尻
ふ
き
ウ

エ
蘖
ト
テ
檪
蘖
シ
欒
な
ど
の

ア
メ
ニ
テ
檪
も
そ
ろ
え
た
盜

　
子
ど
も
と
食
事
や
ス
キ
欟

を
楽
し
め
る
よ
う
欷
リ
フ
ト

や
ゴ
ン
ド
ラ
欷
ビ
欒
蘖
フ
櫪

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
は
未
就

学
児
の
利
用
料
を
無
料
に
し

た
盜

　
設
定
期
間
は
１
月
烙
日
か

ら
３
月
焙
日
出
発
ま
で
盜

　
日
本
旅
行
は
１
日
欷
高
速

バ
ス
予
約
サ
イ
ト
の
携
帯
電

話
版
欹
バ
ス
ぷ
ら
ざ
モ
バ
イ

ル
飮
を
稼
働
さ
せ
た
盜
携
帯

サ
イ
ト
で
予
約
欷
決
済
し
た

客
の
電
話
に
欹
Ｗ
ｅ
ｂ
乗
車

票
飮
を
表
示
盜
利
用
者
は
画

面
の
乗
車
票
を
見
せ
る
だ
け

で
欷
乗
車
券
を
持
た
ず
に
バ

ス
に
乗
れ
る
盜
旅
行
会
社
で

は
初
の
試
み
と
い
う
盜

　
従
来
の
同
社
の
パ
ソ
コ
ン

版
高
速
バ
ス
予
約
サ
イ
ト

欹
バ
ス
ぷ
ら
ざ
飮
で
は
欷
予

約
欷
決
済
後
欷
プ
リ
ン
タ
欟

で
乗
車
券
の
印
刷
が
必
要
だ

檸
た
盜
ま
た
旅
行
業
他
社
の

携
帯
電
話
版
高
速
バ
ス
予
約

サ
イ
ト
は
欷
予
約
後
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
乗

車
券
を
購
入
す
る
必
要
が
あ

檸
た
盜
今
回
稼
働
し
た
携
帯

電
話
版
サ
イ
ト
で
は
欷
乗
車

券
の
プ
リ
ン
ト
が
不
要
に
な

る
な
ど
欷
利
便
性
向
上
を
図

檸
た
盜

　
携
帯
電
話
画
面
の
乗
車
票

に
よ
る
バ
ス
へ
の
乗
車
は
一

部
の
高
速
バ
ス
運
行
会
社
で

実
施
し
て
い
る
が
欷
複
数
の

バ
ス
会
社
の
路
線
を
販
売
す

る
旅
行
会
社
で
は
初
め
て
盜

　
烟
社
欷
煥
路
線
で
販
売
開

始
盜
今
後
欷
路
線
を
拡
大
し
欷

年
内
に
１
０
０
路
線
の
取
り

扱
い
を
目
指
す
盜

　
鉄
道
旅
客
協
会
に
よ
る
と

主
要
旅
行
会
社
灑
社
の
瀰
年

灑
月
の
総
取

扱
額
は
欷
２

２
６
５
億
１

１
８
２
万
円

で
欷
前
年
同

月
比
灣
・
２

％
減
だ
檸
た
盜
内
訳
は
欷
国

内
旅
行
が
同
灣
・
２
％
減
の

１
３
７
６
億
３
７
５
７
万

円
盜
海
外
旅
行
は
同
灣
・
２

％
減
の
８
０
９
億
９
０
７
０

万
円
欷
外
人
旅
行
は
同
烝
・

６
％
減
の
熄
億
４
９
１
万

円
盜

　
国
内
旅
行
は
灑
社
す
べ
て

が
前
年
実
績
を
割
り
込
ん

だ
盜
ト
蘖
プ
ツ
ア
欟
欷
阪
急

交
通
社
は
欷
前
年
か
ら
の
落

ち
込
み
を
約
５
％
に
抑
え
た

が
欷
２
ケ
タ
減
少
し
た
会
社

が
目
立
つ
盜

　
海
外
旅
行
は
ト
蘖
プ
ツ
ア

欟
が
２
ケ
タ
増
と
好
調
だ
檸

た
盜

　
外
人
旅
行
は
欷
ト
蘖
プ
ツ

ア
欟
が
同
燵
・
４
％
増
と
前

年
実
績
を
大
き
く
上
回
檸

た
盜
京
王
観
光
欷
農
協
観
光
欷

日
本
通
運
も
前
年
実
績
を
超

え
た
盜

　
４
月
か
ら
の
累
計
は
欷
総

取
扱
額
が
前
年
同
期
比
炯
・

４
％
減
の
２
兆
２
７
３
５
億

１
４
４
９
万
円
だ
檸
た
盜
灑

社
の
う
ち
総
累
計
額
が
前
年

実
績
を
超
え
て
い
る
と
こ
ろ

は
な
い
盜
こ
の
う
ち
国
内
旅

行
は
同
灑
・
５
％
減
の
１
兆

４
６
４
４
億
５
１
４
２
万

円
欷
海
外
旅
行
は
同
烋
・
２

％
減
の
７
５
０

７
億
８
７
９
９

万
円
欷
外
人
旅

行
は
同
炮
・
３

％
減
の
３
９
６

億
８
８
４
６
万

円
盜

　
農
協
観
光
が
唯
一
欷
外
人

旅
行
分
野
で
前
年
同
期
比
０

・
４
％
増
と
わ
ず
か
に
前
年

実
績
を
超
え
て
い
る
盜

社
長
に
山
田
副
社
長

Ｊ
Ｒ
東
海

　
Ｊ
Ｒ
東
海
は
１
月
焙
日
開

い
た
取
締
役
会
で
欷
山
田
佳

臣
副
社
長
歉
爨
歐
が
４
月
１

日
付
で
社
長
に
就
任
す
る
人

事
を
決
め
た
盜
松
本
正
之
社

長
歉
爲
歐
は
代
表
権
の
あ
る

副
会
長
に
就
く
盜
葛
西
敬
之

会
長
歉
牀
歐
欷
須
田
寛
相
談

役
歉
犖
歐
は
留
任
す
る
盜

　
山
田
　
佳
臣
氏
歉
や
ま
だ

・
よ
し
お
み
歐
１
９
７
１
年

東
大
法
卒
欷
国
鉄
入
社
盜
取

締
役
人
事
部
長
欷
常
務
総
合

企
画
本
部
長
欷
専
務
事
業
推

進
本
部
長
な
ど
を
経
て
欷
瀚

年
６
月
か
ら
副
社
長
盜
東
京

都
出
身
盜

福
島
線
利
用
向
上
へ

キ
櫺
ン
ペ
欟
ン
開
始

エ
ア
・
ド
櫚

　
北
海
道
国
際
航
空
歉
エ
ア

・
ド
櫚
歐
は
１
日
か
ら
欷
福

島
空
港
利
用
促
進
協
議
会
の

協
賛
を
得
て
欷
欹
福
島
殳
札

幌
ウ
櫪
ル
カ
ム
キ
櫺
ン
ペ
欟

ン
飮
を
始
め
た
盜
３
月
烽
日

ま
で
実
施
盜
専
用
応
募
は
が

き
に
搭
乗
券
を
１
枚
張
り
欷

必
要
事
項
を
記
入
し
た
上
で

応
募
す
る
と
欷
抽
選
で
１
千

人
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
Ｑ
Ｕ
Ｏ

カ
欟
ド
歉
１
千
円
分
歐
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
盜

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
中
部
と
駅
探
欷
情

報
通
信
研
究
機
構
は
５
日
欷

総
務
省
か
ら
受
託
し
た
欹
中

部
広
域
観
光
圏
　
多
言
語
観

光
推
進
プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト
飮
の

実
証
実
験
を
開
始
し
た
盜
音

声
や
写
真
を
認
識
し
て
日
本

語
を
英
語
欷
中
国
語
欷
韓
国

語
に
翻
訳
で
き
欷
ま
た
逆
の

翻
訳
も
可
能
な
携
帯
端
末
を

中
部
地
域
の
観
光
地
で
活
用

し
欷
そ
の
携
帯
端
末
の
外
国

人
観
光
客
と
の
コ
ミ
欒
ニ
ケ

欟
シ
欖
ン
ツ
欟
ル
と
し
て
の

有
効
性
を
調
べ
る
盜

　
携
帯
端
末
は
欷
向
か
檸
て

し
檳
べ
檸
た
り
欷
レ
ス
ト
ラ

ン
メ
ニ
欒
欟
を
カ
メ
ラ
機
能

で
撮
影
し
た
り
す
る
と
文
字

と
音
声
で
翻
訳
す
る
盜
観
光

地
情
報
を
多
言
語
で
案
内
す

る
ほ
か
欷
出
発
地
か
ら
目
的

の
観
光
施
設
ま
で
の
地
図
も

表
示
す
る
盜

　
金
沢
欷
能
登
半
島歉
和
倉
欷

七
尾
欷
輪
島
歐欷
高
山
欷
伊
勢
欷

鳥
羽
の
各
地
域
で
欷
約
３
１

０
台
の
携
帯
端
末
を
旅
館
・

ホ
テ
ル
欷
観
光
施
設
欷
飲
食
店

な
ど
約
１
１
０
施
設
に
設
置

す
る
盜
２
月
焜
日
ま
で
盜

国
内
４
％
の
減
少

海
外
は
２
ケ
タ
増

阪
急
交
通
社

　
阪
急
交
通
社
が
７
日
発
表

し
た
瀰
年
瀲
月
の
旅
行
取
扱

額
は
前
年
同
月
比
５
・
１
％

増
の
２
９
８
億
３
６
２
９
万

円
盜
こ
の
う
ち
欷
国
内
旅
行

は
東
北
欷
北
陸
欷
山
陽
方
面

が
堅
調
だ
檸
た
が
欷
九
州
欷

沖
縄
方
面
が
伸
び
悩
み
欷
４

・
１
％
減
の
１
２
７
億
２
１

５
６
万
円
と
な
檸
た
盜

　
海
外
旅
行
は
西
・
東
欧
欷

韓
国
欷
中
国
方
面
が
好
調
に

集
客
欷
灣
・
３
％
増
の
１
６

８
億
９
５
８
５
万
円
欷
外
国

人
旅
行
も
９
・
２
％
増
の
２

億
１
８
８
９
万
円
と
な
り
欷

大
き
く
扱
い
を
伸
ば
し
た
盜

国
内
は
２
％
増

阪
神
航
空

　
阪
神
航
空
に
よ
る
と
欷
昨

年
瀲
月
の
旅
行
取
扱
額
は
前

年
同
月
比
７
・
３
％
減
の
烟

億
７
９
９
１
万
円
盜
う
ち
国

内
旅
行
は
欷
募
集
型
企
画
旅

行
欷
ク
欟
ポ
ン
券
の
取
り
扱

い
が
好
調
で
欷
２
・
１
％
増

の
１
億
７
３
８
９
万
円
と
な

檸
た
盜
海
外
旅
行
は
８
％
減

の
炮
億
６
０
３
万
円
盜

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
１
月
烽
日
欷
国

内
パ
蘖
ケ
欟
ジ
ツ
ア
欟
欹
エ

欟
ス
Ｊ
Ｔ
Ｂ
飮
の
２
０
１
０

年
度
上
期
商
品
歉
４
殳
９
月

出
発
歐
の
概
要
を
発
表
し
た
盜

熄
周
年
を
迎
え
て
欷
エ
欟
ス

な
ら
で
は
の
日
本
の
旅
の
楽

し
み
方
を
提
案
す
る
欹
日
本

に
欷
も
檸
と
恋
し
よ
う
飮
を

新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
し

て
欷
機
品
質
帰
価
値
あ
る
価

格
毅
分
か
り
や
す
さ

の

３
つ
を
旅
行
者
に
約
束
盜

欹
よ
り
質
の
い
い
も
の
欷
価

値
の
高
い
も
の
を
消
費
者
に

理
解
し
て
も
ら
檸
た
う
え
で

提
供
す
る
と
い
う
原
点
に
立

ち
返
る
飮
歉
嬾
橋
威
男
取
締

役
歐
盜

　
品
質
の
取
り
組
み
で
は
欷

宿
泊
ア
ン
ケ
欟
ト
の
総
合
評

価
点
で
犢
点
以
上
の
高
得
点

を
得
た
宿
泊
施
設
に
つ
い
て

点
数
を
す
べ
て
開
示
し
欷
旅

行
者
の
判
断
材
料
に
し
て
も

ら
う
盜
宿
泊
施
設
と
共
同
で

サ
欟
ビ
ス
向
上
を
目
指
す
た

め
欷
各
地
域
に
品
質
向
上
の

統
括
責
任
者
も
置
く
盜

　
濃
霧
欷
台
風
欷
ス
ト
ラ
イ

キ
な
ど
で
欠
航
し
た
場
合
欷

予
定
外
の
宿
泊
費
を
１
万
円

を
上
限
に
補
償
す
る
欹
欠
航

補
償
プ
ラ
ン
飮
も
導
入
す
る
盜

　
価
値
の
充
実
に
関
し
て

は
欷
旅
先
で
の
過
ご
し
方
の

欹
客
任
せ
飮
か
ら
欹
提
案
飮

へ
と
軸
足
を
移
し
欷
地
元
欷

体
験
欷
本
物
の
要
素
を
盛
り

込
ん
だ
現
地
参
加
型
の
ガ
イ

ド
ツ
ア
欟
を
強
化
し
て
い

く
盜
関
西
で
の
現
地
参
加
型

ガ
イ
ド
ツ
ア
欟
と
し
て
欷
予

約
不
要
で
参
加
費
無
料
欷
最

少
催
行
人
員
１
人
の
１
０
０

コ
欟
ス
欹
関
西
ま
ち
歩
き
１

０
０
選
飮
も
企
画
し
た
盜

　
瀾
年
度
の
販
売
目
標
は
瀰

年
度
予
測
の
１
１
７
０
万
人

を
１
・
７
％
上
回
る
１
１
９

０
万
人
盜

　
ト
蘖
プ
ツ
ア
欟
の
瀰
年
瀲

月
の
旅
行
取
扱
状
況
は
欷
総

取
扱
額
が
前
年
同
月
比
灣
・

２
％
減
の
１
２
５
億
２
５
７

２
万
円
だ
檸
た
盜
内
訳
は
欷

国
内
旅
行
が
同
８
・
７
％
減

の
狄
億
２
９
４
４
万
円
欷
海

外
旅
行
が
同
烝
・
２
％
減
の

焙
億
２
６
０
５
万
円
欷
訪
日

旅
行
が
同
煦
・
０
％
減
の
６

億
７
４
４
２
万
円
盜
教
育
旅

行
が
ほ
ぼ
前
年
並
み
と
な
檸

た
国
内
旅
行
の
み
欷
前
年
か

ら
の
減
少
幅
が
１
ケ
タ
と
な

檸
た
盜
そ
の
他
分
野
は
同
１

８
１
・
１
％
増
の
２
億
９
５

８
２
万
円
盜

　
国
内
旅
行
の
う
ち
団
体
旅

行
は
欷
一
般
団
体
が
同
９
・

９
％
減
欷
教
育
旅
行
団
体
が

同
３
・
３
％
減
盜
団
体
旅
行

全
体
で
は
同
７
・
０
％
減
だ

檸
た
盜
企
画
商
品
は
同
炮
・

５
％
減
欷
そ
の
他
個
人
旅
行

は
同
９
・
８
％
減
盜

　
海
外
旅
行
は
欷
団
体
が
前

年
同
月
比
煕
・
４
％
減
盜
企

画
商
品
は
同
炯
・
９
％
減
盜

こ
の
う
ち
自
社
企
画
商
品
が

同
煦
・
１
％
増
と
好
調
盜
そ

の
他
個
人
旅
行
は
同
烱
・
５

％
減
だ
檸
た
盜

　
瀰
年
４
月
か
ら
の
累
計

は
欷
前
年
同
期
比
烱
・
５
％

減
の
８
５
２
億
９
１
０
７
万

円
盜
こ
の
う
ち
国
内
旅
行
は

同
瀲
・
８
％
減
の
６
１
９
億

２
１
４
０
万
円
欷
海
外
旅
行

は
同
煖
・
６
％
減
の
１
８
２

億
６
４
５
２
万
円
欷
訪
日
旅

行
は
同
炳
・
７
％
減
の
焜
億

８
２
２
４
万
円
欷
そ
の
他
は

同
２
０
５
・
０
％
増
の
烟
億

２
２
９
２
万
円
盜

る
る
ぶ
ト
ラ
ベ
ル
で

Ａ
Ｎ
Ａ
航
空
券
販
売

Ｊ
Ｔ
Ｂ

　
ｉ
桙
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
１
日
欷
国

内
旅
行
予
約
サ
イ
ト
欹
る
る

ぶ
ト
ラ
ベ
ル
飮
で
Ａ
Ｎ
Ａ
航

空
券
の
取
り
扱
い
を
開
始
し

た
盜
Ｊ
Ａ
Ｌ
航
空
券
の
販
売

で
は
欷
宿
泊
施
設
を
購
入
す

る
条
件
を
撤
廃
盜
航
空
券
予

約
の
利
便
性
を
高
め
た
盜

人
気
種
目
を
観
戦

五
輪
ツ
ア
欟
を
発
売

日
本
旅
行

　
日
本
旅
行
は
こ
の
ほ
ど
欷

バ
ン
ク
欟
バ
欟
オ
リ
ン
ピ
蘖

ク
の
観
戦
ツ
ア
欟
を
発
売
し

た
盜
開
会
式
や
女
子
モ
欟
グ

ル
欷
フ
檪
ギ
欒
ア
ス
ケ
欟
ト

な
ど
の
人
気
種
目
の
観
戦
を

含
め
た
全
５
コ
欟
ス
盜

　
開
会
式
と
女
子
モ
欟
グ
ル

予
選
欷
決
勝
を
観
戦
す
る
２

月
瀲
殳
炒
日
の
３
泊
５
日
は

爭
万
円
盜
女
子
フ
檪
ギ
欒
ア

ス
ケ
欟
ト
シ
欖
欟
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
同
フ
リ
欟
プ
ロ
グ
ラ

ム
観
戦
の
２
月
烟
殳
烽
日
の

４
泊
６
日
は
牘
万
円
盜
同
社

銀
座
法
人
営
業
部
バ
ン
ク
欟

バ
欟
オ
リ
ン
ピ
蘖
ク
ツ
ア
欟

デ
ス
ク
で
受
け
付
け
る
盜

　
ト
蘖
プ
ツ
ア
欟
は
こ
の
ほ

ど
２
０
１
０
年
度
の
営
業
体

制
強
化
策
の
一
環
と
し
て
欷

支
店
の
再
編
を
行
檸
た
盜
要

員
の
効
率
的
な
配
置
と
業
務

の
効
率
化
欷
営
業
バ
蘖
ク
ア

蘖
プ
体
制
の
強
化
を
図
る
た

め
の
取
り
組
み
盜
販
売
拡
大

と
新
規
マ
欟
ケ
蘖
ト
の
開
拓

に
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
盜

　
埼
玉
県
で
は
大
宮
支
店
欷

熊
谷
支
店
を
統
合
し
て
欷
新

た
に
埼
玉
支
店
を
開
設
盜
さ

い
た
ま
市
を
中
心
と
す
る
県

南
部
の
商
圏
と
熊
谷
市
を
中

心
と
す
る
県
北
部
の
商
圏
の

一
体
的
な
営
業
活
動
を
進
め

る
盜
統
合
に
よ
り
同
県
内
の

拠
点
は
欷
同
支
店
と
埼
玉
南

支
店
の
２
カ
所
と
な
る
盜

　
新
潟
県
で
は
新
潟
支
店
と

長
岡
支
店
を
再
編
し
て
欷
新

潟
県
内
の
営
業
拠
点
を
新
潟

支
店
に
一
元
化
し
た
盜

　
山
口
県
で
は
欷
新
幹
線
と

在
来
線
が
停
車
す
る
Ｊ
Ｒ
新

山
口
駅
近
く
に
徳
山
支
店
を

移
転
し
て
新
山
口
支
店
と

し
欷
営
業
範
囲
を
宇
部
殳
周

南
地
区
に
広
げ
た
盜

　
福
岡
県
で
は
欷
北
九
州
支

店
と
山
口
・
下
関
支
店
を
統

合
し
欷
両
店
の
商
域
を
担
当

す
る
拠
点
と
し
て
新
た
に
関

門
支
店
を
置
い
た
盜

　
今
回
の
支
店
統
廃
合
に
よ

り
欷
同
社
の
営
業
拠
点
数
は

猗
支
店
と
な
る
盜
各
店
と
も

す
で
に
営
業
を
開
始
し
て
い

る
盜

　
各
店
舗
の
新
住
所
は
次
の

通
り
盜

　
歇
さ
い
た
ま
支
店
歃
〒
３

３
０
｜
０
８
５
４
埼
玉
県
さ

い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
４

｜
２
５
２
ユ
ニ
オ
ン
ビ
ル
６

階
盜
甘
０
４
８
・
６
４
０
・

１
０
０
９
欷
フ
櫟
ク
ス
０
４

８
・
６
４
０
・
１
０
１
０
盜

　
歇
新
潟
支
店
歃
〒
９
５
０

｜
０
９
１
２
新
潟
県
新
潟
市

中
央
区
南
笹
口
１
｜
１
｜
燵

明
治
安
田
生
命
新
潟
駅
南
第

２
ビ
ル
５
階
盜
甘
０
２
５
・

２
４
３
・
１
５
１
５
欷
フ
櫟

ク
ス
０
２
５
・
２
４
３
・
２

２
５
５
盜

　
歇
新
山
口
支
店
歃
〒
７
５

４
｜
０
０
１
４
山
口
県
山
口

市
小
郡
高
砂
町
３
｜
焉
ナ
ガ

オ
ビ
ル
６
０
２
号
盜
甘
０
８

３
・
９
７
２
・
５
４
５
４
欷

フ
櫟
ク
ス
０
８
３
・
９
７
２

・
５
４
５
４
盜

　
歇
関
門
支
店
歃
〒
８
０
１

｜
０
８
３
４
福
岡
県
北
九
州

市
門
司
区
本
町
１
｜
５
ポ
欟

ト
モ
ジ
壱
番
館
５
｜
７
盜
甘

０
９
３
・
３
２
１
・
４
０
０

２
欷
フ
櫟
ク
ス
０
９
３
・
３

２
１
・
４
０
０
７
盜

　
Ａ
Ｎ
Ａ
セ
欟
ル
ス
は
焙
日

か
ら
順
次
欷
瀾
年
度
上
期

歉
４
殳
９
月
歐
の
国
内
旅
行

商
品
の
販
売
を
始
め
る
盜
方

面
ご
と
の
特
色
を
生
か
し
た

欹
滞
在
型
プ
ラ
ン
飮
を
新
た

に
企
画
し
た
ほ
か
欷
現
地
ガ

イ
ド
や
宿
泊
の
選
択
肢
を
増

や
し
欷
多
様
化
す
る
ニ
欟
ズ

に
対
応
盜
抽
選
で
旅
行
券
な

ど
を
贈
る
キ
櫺
ン
ペ
欟
ン
も

展
開
し
欷
需
要
喚
起
と
早
期

需
要
の
取
り
込
み
に
も
力
を

入
れ
る
考
え
だ
盜
集
客
目
標

は
欷
前
年
比
４
％
増
の
１
５

０
万
人
盜

　
同
社
国
内
旅
行
企
画
商
品

欹
Ａ
Ｎ
Ａ
ス
カ
イ
ホ
リ
デ

欟
飮
の
第
１
ブ
ラ
ン
ド
欹
Ａ

Ｎ
Ａ
榴
ｓ
飮
で
は
欷
北
海
道
欷

九
州
欷
沖
縄
方
面
商
品
で
は
欷

滞
在
型
プ
ラ
ン
を
展
開
す

る
盜
例
え
ば
九
州
で
は
欷
歴

史
欷
神
話
欷
温
泉
を
そ
れ
ぞ

れ
テ
欟
マ
に
し
た
エ
リ
ア
滞

在
型
商
品
の
ほ
か
欷
Ｓ
Ｌ
や

観
光
列
車
欷
オ
リ
ジ
ナ
ル
観

光
バ
ス
を
組
み
込
ん
だ
商
品

な
ど
を
設
定
し
欷
九
州
な
ら

で
は
の
旅
を
演
出
す
る
盜

　
ま
た
フ
ラ
イ
ト
と
宿
泊
先

を
自
由
に
選
べ
る
欹
フ
ラ
イ

ト
＋
宿
泊
プ
ラ
ン
飮
欷
宿
泊

先
だ
け
選
ぶ欹
宿
泊
プ
ラ
ン
飮

の
２
パ
タ
欟
ン
を
用
意
盜
別

の
出
発
地
か
ら
旅
先
で
待
ち

合
わ
せ
た
り
欷
マ
イ
ル
や
手

持
ち
の
航
空
券
を
利
用
し
た

り
す
る
こ
と
も
可
能
に
し

た
盜

　
地
域
に
根
ざ
し
た
現
地
ガ

イ
ド
が
テ
欟
マ
に
沿
檸
て
旅

の
案
内
を
す
る
ガ
イ
ド
プ
ラ

ン
欹
感
動
案
内
人
プ
ラ
ン
飮

で
は
欷
従
来
展
開
の
組
み
込

み
型
と
オ
プ
シ
欖
ナ
ル
プ
ラ

ン
型
の
２
つ
の
商
品
タ
イ
プ

を
欷
全
方
面
と
も
オ
プ
シ
欖

ナ
ル
プ
ラ
ン
型
に
統
一
盜
宿

泊
と
現
地
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
を

自
由
に
組
み
合
わ
せ
や
す
い

よ
う
に
し
た
盜

　
ダ
イ
ナ
ミ
蘖
ク
パ
蘖
ケ
欟

ジ
欹
旅
作
飮
は
欷
利
用
ホ
テ

ル
・
旅
館
数
の
拡
充
や
最
新

の
価
格
情
報
の
提
供
な
ど
を

さ
ら
に
進
め
欷
集
客
目
標
を

前
年
比
１
０
０
％
増
に
置

く
盜

　
早
期
需
要
取
り
込
み
を
狙

檸
た
春
タ
ビ
キ
櫺
ン
ペ
欟
ン

で
は
欷
４
殳
５
月
出
発
の
旅

行
商
品
に
参
加
し
た
Ａ
Ｎ
Ａ

マ
イ
レ
欟
ジ
ク
ラ
ブ
会
員
を

対
象
に
欷
合
計
で
５
０
０
人

に
Ａ
Ｎ
Ａ
旅
行
券
３
万
円
分

な
ど
を
贈
る
盜
Ａ
Ｎ
Ａ
カ
欟

ド
所
有
者
に
対
し
て
は
当
選

確
率
を
２
倍
に
す
る
盜

　
発
売
日
は
欷
旅
作
が
焙
日
欷

Ａ
Ｎ
Ａ
榴
ｓ
の
東
京
欷
横
浜

方
面
が
２
月
１
日
欷
北
海
道
欷

九
州
欷
沖
縄
方
面
が
２
月
２

日
欷
関
西
欷
山
陰
山
陽
欷
四

国
が
２
月
３
日
欷
東
北
欷
北

陸
欷
中
部
が
２
月
４
日
盜

　
路
線
整
理
に
つ
い
て
同
社

は
こ
れ
ま
で
も
欷
瀰
年
度
下

期
以
降
欷
関
西
空
港
と
北
海

道
各
地
を
結
ぶ
便
は
じ
め
欷

す
で
に
炬
路
線
の
減
便
欷
運

休
を
決
定
欷
実
施
し
て
き
た
盜

こ
の
う
ち
信
州
ま
つ
も
と

歉
長
野
県
歐
欷
神
戸
歉
兵
庫

県
歐
の
両
空
港
に
つ
い
て
は

２
０
１
０
年
上
期
中
に
地
点

撤
退
す
る
予
定
だ
盜

　
路
線
整
理
が
与
え
る
商
品

造
成
へ
の
影
響
に
つ
い
て
欷

商
品
造
成
に
大
き
く
か
か
わ

る
基
幹
路
線
が
対
象
と
な
檸

て
い
な
い
こ
と
や
Ａ
Ｎ
Ａ
な

ど
の
他
社
便
へ
の
移
行
で
対

応
可
能
な
こ
と
か
ら
欷
欹
大

き
な
影
響
は
な
い
飮
と
い
う

の
は
Ｋ
Ｎ
Ｔ
と
日
本
旅
行
盜

日
本
旅
行
は
欷
利
用
路
線
が

減
便
欷
運
休
さ
れ
た
場
合
に

も
経
由
便
や
周
辺
地
区
の
路

線
を
使
檸
た
商
品
造
成
な
ど

で
対
応
す
る
方
針
盜
Ｊ
Ｔ
Ｂ

は
コ
メ
ン
ト
を
避
け
た
盜

　
各
社
が
企
画
旅
行
商
品
へ

の
波
及
は
少
な
い
と
話
す
一

方
で
欷
ト
蘖
プ
ツ
ア
欟
は
教

育
旅
行
な
ど
へ
の
影
響
を
指

摘
す
る
盜
欹
北
海
道
道
東
方

面
へ
の
修
学
旅
行
は
飛
行
機

利
用
が
メ
欟
ン
盜
こ
れ
ま
で

の
運
休
に
よ
り
欷
す
で
に
旅

行
計
画
の
変
更
な
ど
欷
影
響

は
大
き
い
飮歉
国
内
旅
行
部
歐盜

４
０
０
人
規
模
の
修
学
旅
行

で
は
欷
機
材
縮
小
に
よ
り
２

隊
に
分
け
て
移
動
す
る
な
ど

の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
盜

現
状
で
は
影
響
は
な
い
と
い

う
阪
急
交
通
社
も
欷
欹
供
給

座
席
数
が
減
れ
ば
単
価
が
上

が
る
恐
れ
も
あ
る
飮
と
懸
念

す
る
盜

　
再
建
計
画
で
は
欷
２
０
１

２
年
度
ま
で
に
国
内
線
を
瀰

年
度
比
で
灑
路
線
減
ら
す
盜

基
本
的
に
は
不
採
算
路
線
が

対
象
と
み
ら
れ
る
が
欷
１
日

に
会
見
し
た
稲
盛
会
長
は
欷

欹
不
採
算
路
線
で
も
飛
ば
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
路
線
は

あ
る
盜
経
営
体
力
が
許
す
限

り
は
公
共
性
も
重
視
し
た

い
飮
と
の
考
え
を
示
し
て
お

り
欷
ど
の
路
線
が
対
象
と
な

る
か
は
分
か
ら
な
い
盜

　
い
ず
れ
に
せ
よ
具
体
的
な

路
線
計
画
が
判
明
し
な
い
限

り
欷
対
応
の
仕
様
が
な
い
と

い
う
の
は
旅
行
各
社
共
通
盜

今
は
た
だ
欷
路
線
整
理
の
具

体
的
内
容
を
気
に
し
つ
つ

も
欷
２
０
１
２
年
度
の
修
学

旅
行
の
受
注
な
ど
欷
今
年
下

期
以
降
の
営
業
活
動
を
粛
々

と
進
め
る
し
か
な
い
の
が
現

状
の
よ
う
だ
盜歇

小
林
茉
莉
歃
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